
静岡県内の津波防災対策の概要























ＣＳＧとは、Cemented Sand and  Gravel 「セメントで固化された礫と砂の混合物」

浜松防潮堤（CSG堤）の断面構造

比較的安価で、水位が上昇したときの浸透水や津波の超流に対する抵抗性が強い。

表面に植栽することにより防災林機能を復元する計画。
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基礎部の試験施工

置換部掘削状況

・必要な支持力はＮ値１５以上（２５ｍ毎にｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ
試験で確認）

・試験施工では現況地盤より標高２．５ｍまで掘り下げ置換を実施

・Ｎ値１５未満で厚さ３m未満の箇所は除去し、良質土砂等で置換

・タイヤローラー８回転圧で、所定の密度と支持力が得られる

置換工施工状況

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ試験状況

（試験施工その２)

・Ｎ値１５未満で厚さ３m以上の箇所は浅層混合地盤改良

（試験施工その２)
浅層混合地盤改良
（試験施工その１)



ＣＳＧの製造と施工

移動式改良機によるＣＳＧ製造ｾﾒﾝﾄﾍﾟー ｽﾄ散布

・試験施工での使用材料は母材の段丘堆積物（砂礫）とｾﾒﾝﾄ

・１層３０cm毎の各層間にセメントペーストを散布して一体化を図る

・ＣＳＧ打設面をエンジンブロアーにて清掃

・ＣＳＧ打設箇所側部に型枠替わりとして先行盛土を施工

ＣＳＧ打設箇所先行盛土

ＣＳＧ打設面清掃

・今後発注の本体施工の使用材料はコスト削減のため母材（砂礫・
破砕泥岩）と現地発生砂２０％をブレンドしたものとセメント



ＣＳＧの製造 移動式改良機によるＣＳＧ製造(試験施工)

定置式大型プラントによるＣＳＧ製造(本体施工)



ＣＳＧの製造と施工

敷均・転圧２山ダンプ荷卸し･全量捲き出し

・転圧試験により４ｔ振動ローラーにて無振動２往復､有振動４往復転圧を実施。

・ＣＳＧの２山ダンプ荷卸しや全量撒き出で、材料分離を防止する。

・５０m毎に施工目地としてＶカットしてセメント無添加の母材を充てんする。

・１層３０cmの仕上り厚を､１６cm２層に分けて敷均しブルドーザーの転圧効果を高める。

転圧前に施工目地

・最下部の２層は基盤ＣＳＧ(ｾﾒﾝﾄ１００kg/㎥)でその上に本体ＣＳＧ(ｾﾒﾝﾄ６０kg/㎥)を施工

・ＣＳＧ製造から転圧完了までを６時間以内で行えば良好な結果が得られる。
























